






新生児心臓大血管手術成績は,症例数の増加とともに向上しつつある。1979 年から 1983 年

12 月までの 5年間では,47 例の手術が施行され,手術死亡は 15例,31.9%である。手術生存

例の増加は,それらの遠隔期の状況の評価,検討を明らかにする必要性を増している。しか

し,この点についての詳細な報告は少ない。今回,われわれの施設で 1972 年 1 月から 1984

年 12 月までに施行した新生児手術 77例のうち,手術生存例 38例の遠隔期の状態を検討し

たので,報告する。 


